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はじめに
本研究はパスケットポール・プレーヤーの体カテストについて有酸索的ならびに無酸梁的パワーとの関
連性という観点から検討するものである。
パズケットポール・プレーヤーの体力について、あるいは体力的視点からのゲームについての報告はそ
(5)(7)(8)(9) のほとんどがフィールド・テストに基づくものであ t、生理学的運動概能を報告しているものは少ない。
フィールド・テストは実施しやすい利点はあるが、生理学的運動機能との関連性が明確9Cとらえられてい
ない場合にはその結果をトレーニング計画に反映することができない。
パスケットポール・ブレーヤーのための体カテストというととは、バスケットボールに必柴とされる体
力要因について比較検討が可能なデーターが得られろテストであるということである。したがって、優れ
たブレーヤーに共通して際立つ体力要因がどのようなものであるかについて検討する C とが必要であり、
その体力要因がパフすーマンスに反映する体カテストを構成しなければならない。本研究はパスケットポ
ール・ブレーヤーの体カテストを検討するにあたり、体カテストと生理学的運動機能との関連性を明らか
1こしようとするものであり、とくにその第一段階としてエネルギー系との関連性から体カテストについて
検討するものである。
(2) 
Fox は、筋活動に直接利用できるエネルギーATPの再合成のエネルギーを 3 つに分けている。つま
り、無酸柔的な燐原何系と無酸柔的な乳酸系および打穫素的な過程によるエネルギーである。このような
エネルギー生産過捏からパスケットポール・ブレーヤーの体力について分析すろことはトレーニング計画
への反映という観点からも有意複なものであると考えられる。本研究では体カテストをこの 3 つの過程と
の関連から検討する。
研究方法
a) 被検者
被検者は千漿大学パスケットボール部男子 l 7 名である。年齢は 2 0.0 土 1. 3 歳である。
※ 現筑波大学体育センター
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(2) 測定項目について
エネルギー系を打糖素系、無酸み証的燐原四系、無酸索的乳酪系の 3 つに分けて次のようにとらえた。
① 有酸柔的パワー
暉勘ペワーの指歴は穀大陪素摂取Rと体重当り最大酸索摂取Rとした。最大酸柔摂取尺の測定
はモナーク社製自転甲エルゴメーターを用いた毎分 60 同転のペダリング運動によって行なった。負
荷は 1 kp より 4 分毎IC1 kpずつ 3 kp まで閉加し 、 1 2 分以後は 2 分毎IL0. 5 k pずつ糀増し、
exhaustion まで行なった。ダグラスバッグ法により exhaustion のID前2~3 分間の呼気
を 1 分間ずつ採気し、これを瞬時ガス分析煕（ 三栄測器社製）によって分析した。 求められた毎分の
階柔摂取nの最l別打を最大陪柔摂取Rとし、この(1ilを体団で除し体瓜当り最大酸浜摂取量とした。
② 無酸梁的バワー
無酸素的ヽゞワーは爆発（（Jは全JJ運動で発揮され数秒間で枯渇する燐原呵系と 3 0 砂～ 3 分持続する
乳紐系とからなる。 そこで、生rn ら4)による 8 秒間の門転車工 9レゴメーターの全）」ペダリングによる
最大無螂パワーおよび雌当り釦湛酸柔パワーと、 ff木が、） 形本 ~6)による 3 0 秒間の自転甲工
ルゴメーターの全）Jペダリングによる総{I:叩屈および体団当り総仕事Rを、無酸桑的ICワーの指ほと
した。
最大無酸ふパワーの測定はモナーク社製n転巾エルコ・メーターを用い、被検者にサドルから験を浮
かせないように指示し、約 8 秒問の全JJペダリング運動を行なわせた。車蛤に付莉した反射板に投光
し、この反射光を光電竹セルで受光する装閃を設阻し毎砂の反射板の通過故をタケダ理研製ユニパー
サルカウンター CTR-5104G ) でat数し、これをタケダ理研製デジクルレコーダ <TR-6 1 98 ) で
記録した。これから＂出される紺秒のfµ輪の回転数と巾輪の周径より速度を求め、辿度と負荷 (kp) 
の団としてパワーを求めた。各被検者には4~6種数の負荷によるペダリング直動を実施させ測定さ
れたパワーの最大値を最人無綾桑パワーとした。 また、この値を体頂で除しこれを体霞当り R大無酸
浜パワーとした。
3 0抄間の総.bl濯は最大無酸尿バワーの測定と同様の測定装門を用いた。被検者に 4 kp の且(u'j
による 3 0 秒間の全J)ペダリンク漣動を行なわせ、この間の総仕巾旦を求めた。また、この｛れを体頂
で除しこれを体頂当り総仕nJJitとした。
③ 体力測定の項日について
パスケントポール・コートで開易LL測定できること、走・跳の動作を主要とすることを考え、瞬発
性、敏捷性、筋持久性、動的平衡性、筋力について次の 1 3 項目について体刀テストを実施した。
a) 反復横跳び b) 上体起し c) 画且跳び d) 立幅跳び c) 両足連続二回跳び（立幅跳びと
同じ要領で連続二回の跳躍を行ない、 踏切り地点のつま先から莉地点の踵までの距離を計剥する。）
f) 両足連絵マ．回跳び（両足連続二回跳びと同じ要領による三回跳ひ•。 ) g) だ右交互連続五回跳
び（両足を揃えてスクートの位四に立つ。初めの一歩は両足踏切りで跳び、 次からは左右父互に計五
回の連続跳びを行ない、踏切り地点のつま先より行地点の踵までの距離を計測する。 ) h) シャト
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ル・ラン（スタートラインより 6 ，心也点で折り返し、再びスタートラインヘ戻る。さらに I 4 mを折
り返す 2fEU走の所要時間。 ) I) 2 0 叫E j) 肘力 k) 背筋力
(3）主観的評価順位
バスケットボールにおける総合的能力という観点から、チームのコーチによる主観的評価によって測
定を実施しにプレーヤーにllff,j位をつけた。
以l:fi隆索的I9ツー、無酸累的9ぐワー、 ；t観点評価頓位と体カテストにみられる相関関係について検討
した。
結 果
夫― l ば付階浜的ならびに無階累的9ぐワーについての測定結采を示したものである。被検者らの最大無
酸ょパワーは 8 7. 0 l.l 0.1 kq ｷ 11v sec, 体重当り最大無酸索Iぐワーは 1. 3 5 士 0.1 8k<Jｷ m/19 • sec 
であった。また、 3 0 秒ペダリンク総仕mRは J 4 8 0.5 士 I 5 2.1 k9 • m、 t本＇訳当り 3 0 砂ペダリング
総Il叩量は2 2. 7 土 2.0 7 19 ｷ m / lgであった。一方、 fi廣素的パワーの指憫である最大租索摂取i,（は、
3.3 6 土 0.3 8 f./m in、体重当り穀大陸素摂取旦は 5 1.8 土 -1.8 8al/A:9·min であった。
汲一 l 有酸素的および無酸索的作菜能の測定結果
Anaerobic Power Aerobic Power 
pl"ak powc r, pt>ak 4 kp. 30 sec 4kp.30sec V02max. V02max./ 
power/ pedalling pedalling/ weight 
weight weight 
はv.m/sec) (k9.m/k9. sec) (k9.m) (A:9.m/kり） (l/mi n} {■t/A9.mi n) 
X 87.0 1.3 5 1 4 8 0.5 22.7 3.36 51.8 
s. d. 土 l0.1 土 0.1 8 土 I 52.1 士 2.07 土 0.38 土 4.88.
n 17 1 7 l 7 17 1 4 14 
表ー 21よ有酸索的ならびに無酸柔的バワーについての艮LJ定rU目と実施した体カテストとの問の相OOOO係
について示したものであろ。最大無酸浜バワーと面足連続ゴ司跳ひ、体頂当り最大無酸ぷバワーと垂訂跳
び、立輻跳び、両足連続＝同跳び、 シャトル・ラン、また、（本当り 3 0 抄ペダリング総il:mftiと垂ii跳ぴ
立幅跳び、 両足連続-:.回跳びにそれぞれ有店な正の行IOO関係を示した。また、 3 0秒ペダリング総仕ぶ置
と ．上体起c しとの間には有意な負の相oooo係が認められた。しかし、有階索的パワーに関する測定項門と
体カテストの間には有はな相OOOO係は認められなかった。
表ー 3 は：E観的評価類位と測定した各岨目との間の順位相関を求め、その結果を示したものである。 ：E
観的評価粕位との間に有惹な相関関係が示された項目は、 i印虹騒ふ二回跳び、憫力およひ背筋力であった。
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山ー 2 fi殷索的ならひに無陪紫的能｝」とフィールド・テストlil)の相OO関係について
9乍英能 max. max. 30 sec 
anaerobic anaerobic pedalling 
power power/ 
体）Jテスト weighl 
side slep -. 003 ( .042 -. 207 
(14) I 7) (1 7) 
sit ups -. 355 —·. 1 55 -. 56 * 5 
(1 5) (l 5) (1 5) 
verl i cal jump .2901 . 6 3* 8 -. 022 
(17) (1 7) (1 7) 
slanding Jong jump ( . 3 36 ( .63rヒ2｢ . 07 •I 
1 6) I 6) (1 6) 
doub I e I ong jump . 5 2 1 .571 * . 3 ｷ18 
(J 6) (1 6) (16) 
l r i pl e l o ng jump . 15 9 ) .295' -. 120 
(l 5 (1 5) (l 5) 
5 Limes step jump . l 50 .333 -. 132 
(l'1) (J.1) (I -1) 
20 m dash - 089 
(J 3) 
- 220 
(l 3) 
-. 049 
(J 3) 
shuttle run - 509 
(l 5) 
-. 67*1 i 
(15) 
-. 3 2 3 
(1 5) 
grip slrenglb . l •I 0 -. 188 . 4 I 0 
(1 7) (l 7) (I 7) 
back strength .268 -. 285 . 4 2-1 
(1 7) (1 7) (1 7) 
max anaerobic power 
作 max anaerobic power/wc-ighl 
棠
30sec pedalling 
~o紐c p e d a I I i n g / we i g h t 
能 V02max. 
V02ma x. /weight 
side step 
体
S I l Up S 
vertical jump 
'}J standing long jump 
double long jump 
テ trip I e long jump 
ス 5 t i mes s t e p j ump 
sultle run 
卜
20 m dash 
grip strength 
back strcngt.h 
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如．．． 1 劣＊••• 5 劣
30 see V02max. V02max. 
pedaｷ1 ing /weight 
/weight 
—.063 -. 269 -.259 (1 7) (1'1) (I t) 
-. 350 -. 211 -. 063 
(15) (1 3) (13) 
• 6 4 * 8 -.3,18 . 19,1 
(I 7) (14) (1 4) 
. 58苓 -. J 66 . l 86 
(I 6) (13) (. 13) 
. 591' .086 . l 60 
(16) (I 3) (] 3) 
.072 -.017 . 19-1 
(I 5) (1 3) (J 3) 
-. 263 -. 263 -. 027 
(1 4) (I 2) (I 2) 
-. 2-1,1 
(I 3) 
.296 
(1 0) 
. ! •1 4 
(I O) 
-. 328 -.253 -. 418 
(J 5) (1 2) (l 2) 
. I 4 5 . 3 56 -. 04 4 
(l 7) (l 4) (l •I) 
-. 120 .328 -. 367 
(1 7) (14) (1 •I) 
.,l71(17) 
.257(17) 表ー 3
.208(17) 
.370(17) 
-.042(14) 
-.0 . 12(14) 
.22-1(17) 
-.263(15) 
.306(17) 
.251(16) 
.575(16)* 
.454(15) 
.512(1-1) 
.!87(15) 
. OH (13) 
. 5 l 0 (J 7) •: 
.599(17)西
王観的評価閉
位と各測定項
目91りの頌位相
OOICついて
＊じ•• 1 劣
*.. 5 劣
考察
いわゆろフィールド・テストは測定が簡易：：幅広く利用されることを期待して考案されたものであろが、
そのパフォーマンスがどのような運動要因を反映するものであるかについては明らかにされていない。本
研究ではエネルギー系という運動要因の側面からいくつかのフィールド・テストについてこの点を明らか
にするとともに、パスケットポール・プレーヤ ーの特性を反映する体カテストの検討を行なうものである。
本研究で実施した体）Jテストのうら垂厄跳び、寸輻既び、両足連続二回跳びおよびシャトルランが無酪
素的パワー要索と関連性があることが示された。これらは跳躍還動あるいはダッシュによる方向転換であ
り、いずれも体重を負術としており、体頂当り最大無酸索Iぐワーとの相関関係を示している。最大無酸素
パワーは筋の一回収縮による筋ヽゞワーとは異なり、筋肉中のエネルギー貯蔵とOO運性があると考えられる。
つまり、筋肉Rとの関連性があると見ることがでさる。これに対して体重当り厄大無酸索I9ワーは筋パワ
ーを反映するものと兄ることができる。このように考えると、両足連続二回跳びはこの双方に関連性を示
し、筋パワーとともに筋肉量も大きいことが反映するものと考えられる。
筋持久性のテストとして用いられる．ヒ体起こしは 3 0 抄ベダリング総tl:11J量との間に負の相OO関係を示
したが、これは3 0 秒ペダリング総仕m量が体重が大きく、筋肉屈が多いと兄られる被検者が優れていた
のに対し、 I:体起こしが自己の体重を凸荷としているために逆相関となって現われたと考えられる。
今回の体カテストは全て3 0 秒以内の運動による屯発の測定であった。したがって、その運動の所要時
(3) 
間から有酸柔的パワーの測定項目との間に有意な相OO関係を示すものはなかった。 Fox と Mathews
はパスケットポールに要する主要エネルギーを無酸累的エネルギー系（燐原質系十乳酸系） 8 5 劣、打気
系（乳陸系十有気系） l 5 劣としていろ。これはパスケットボールが瞬発的なエネルギーの発揮を要求さ
れることを示すものであり、無階素的パワー能力が優れていることを要求するものであるが、ゲームの巾
ではこの瞬発力を低下させることなく繰り返し発揮しなければならないわけである。また、塚越俎？
Skubic~゜、）によって報告されたパスケットポール・ゲーム中の心拍数は143~ 1 85拍／分と，均く 、
有酸浜的パワーが何らかの要因となっていることが推測できる。したがって、今後はこれらの体カテスト
を単発でなく、紐り返し実施しその態様をとらえる万向も考えなければならないと考える。
主観的評価順位と各測定項目との順位相関を見ろと、両足連続二回跳ひ、匝力、行筋力との間に有忍な
相OOOO係を示していろ。 E観的評価順位はプレーヤーの意志、戦術の理解、技能、体JJおよび形態などの
要因についての総合的評価である。 Fox と Mathews にしたがうならば、 主観的評価順位と無隆品的バ
ワーの間に相OOOO係が示されろことが期待される。しかし、今回はパスケットボール経験年数が様々であ
ることなどから 、 上観的評価頻位に体几以外の要因が強く反映していたものと考えられる。とくに、 大学
入学以後にパスケットボールを始めた者が含まれ、スピード、パワーに優れていながら技能的に劣り主観
的評価において低い頓位となっているものがいたことが影響している。
バスケットポールにおいて形態とくに身長が大きな要因となることは周知のことである。身長が大きい
ということはこれに比例して筋肉量も大きく、その結果最大無酸柔パワーも大きいことが考えられる。し
かし、一方では瞬発的な動作が期待され、筋ペワーの大さいことが要求されろ。そしてこれは体道当り政
(12) 
這酸素パワーに反映してくるものと考えられる。 Wither·s らは陸上競技（長距離）、サッカー、パ
スケットボール等、数種目のプレーヤーの有醒素的ならびに無醗索的作稟能について報告しているが、 こ
の中でパスケットボール ・ プレーヤーの無酸素バワーは大きいが体重当り無緞素パワーはサッカー等に比
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して小さくなっている。 これは他の種目よりもパスケットボールが形態的に大きいことを紅味しているも
のと考えられるが、筋パワーもこれに伴って大きいことが望ましいものと考えられる。
本研究で実施した体刀テストのうち両足連続二回跳びは無峻滋的パワーの無酸.Ai1-fワー、体重当り照階
素パワーおよび体瓜当り 3 0 秒ペダリング総仕in量と相関があり 、 有効なテストの一つであることが示唆
された。今後、より多様なブレーヤーを対象に検討を絞けたいと考える。また、瞬発的な無酸累パワーが
繰り返し発揮される能力について有酪姑的作棠能とのOO係から検討し、そのような体）Jテストの方法につ
いて考えてゆきたい。
ま と め
体カテストとして実施されていろフィ ールド・テストについて有酸ぷ的ならびに無酸柔的パワーとのOO
連性を検討するために、大学男•fパスケットポール・ブレーヤー J 7 名を対象として、打酸柔的ならぴ1こ
照酸柔的パワーおよびフィールド・テストの設Il定を行ない、咀互の関連性を見た。また、チーム ・ コーテ
による総合的観点からの主観的評価順位と各測定項目について関連性を求めた。これらのことから、バス
ケットポール・プレーヤーのための体力9Cついて検討を加えた。
1) 最大陰菜摂取量および体重当り最大酸柔摂取gは 3.3 6 士 0.3 8 elmi n と 5 1.8 土 4.8 8•[ / k9. min 
であった。
2) 最大無酸菜バワーおよび体屯当り最大無酸索パワーは8 7.0 土 1 0.1 t9ｷ. ml sec と 1.3 5 士 0. 1 8 
k9.m/k9, sec であった。
3) 4kp.30 秒ベダリング総仕iUBおよび体訳当り 3 0秒ペダリング総仕m凪は 1 4 8 0.5 士 1 5 2.1 
J.9.m と 2 2.7 ナ 2.0 7 切． m/k9 であった。
4) 無酸素的パワーとフィールド・テストにおいては次の項目間に有ほな相OO関係が認められた。すなわ
ら最大無橙ぷパワーと両足巡統二回跳び、体巫当り最大無醍必ゞワーと用直跳び、立幅跳び、両足辿続
二回跳び、シャトルラン、さらに体重当り 3 0 秒ペダリング総仕m量と垂碩跳ひ、立幅跳び、両足連椛
二回跳びである。また、 3 0 秒ペダリング総仕m量と上体起しには豆の相OO関係が認められた。
5) 有酸浜的パワーとフィールド ・ テストの間には有なな相OO関係は認められなかった。
6) これらの巾で、両足連続二回跳びは無酸柔的パワーとの相関関係が示されたとともに、王観的評価順
位との間にも相OO関係が認められ、パスケットポール・プレーヤーの特性を見いだすために有効な体力
テストの一つであることが示唆された。
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